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学校番号 325 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校生物 （第一学習社） 

副教材等 セミナー生物 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 小学校、中学校での理科の学習を終えて高校では「遺伝子」・「恒常性」・「生態系」という観点で生物

基礎を学んできた。２年次に引き続き、さらなる専門知識として、「生殖」・「発生」といった生命の不思

議について理解を深め、動物・植物の環境への応答メカニズムを学び、ミクロからマクロにいたるまでの幅

広い生物学の知識定着を目指す。 

 

 

２ 学習の到達目標 

２年次の遺伝の内容に引き続き、前半では遺伝子の作用やそれに伴う生殖と発生、個体としての反応、後半

では、生態、進化、系統などを説明し，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の原理・法則

を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心

や探究心をもち，意欲的

にそれらを探究しようと

するとともに，科学的態

度を身に付けている。 

自然の事物・現象の中に

問題を見いだし，探究す

る過程を通して，事象を

科学的に考察し，導き出

した考えを的確に表現し

ている。 

観察，実験を行い，基本

操作を修得するととも

に，それらの過程や結果

を的確に記録，整理し，

自然の事物・現象を科学

的に探究する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象につい

て，基本的な概念や原

理・法則を理解し，知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

観察・実験の記録 

学習状況の観察 

ノートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ ２ ３ 生
殖
と
発
生 

■配偶子の形成と受精 ○    a:生殖・発生のしくみに関心を

持ち、意欲的に探究しようとす

る。 

b:遺伝の法則など複雑なしく

みを理解し、自ら考える事がで

きる。 

c:検鏡作業、実験データの記

録、レポートの作成ができる。 

d:植物の環境への応答がホル

モンと呼ばれる物質のはたら

きである事を理解する。 

学習状況 

ノート 

観察・実験 

定期考査 

■動物の発生   ○  

■発生のしくみ ○    

２ ■植物の発生 ○    

■植物ホルモン    ○ 

生
物
の
環
境
応
答 

■受容器と効果器  ○ ○  a:多種多様な生物が誕生した

進化について、関心を持ち、意

欲的に探究しようとする。 

b:筋収縮のしくみを理解し、グ

ラフを読み解き正しい答えを

導き出せる。 

c:解剖作業、実験データの記

録、レポートの作成ができる。 

d:生物の進化の過程を理解し、

知識を身につけている。 

学習状況 

ノート 

観察・実験 

定期考査 

■生物の進化 ○   ○ 

３ 問
題
演
習 

教科書の内容の復習とプリントを

用いた演習 

〇 〇  〇 a:関心、意欲をもって、授業に

取り組んでいるか。 

b:科学なものの見方や考え方

が身につき応用できるか。 

d:基本的な事項を十分理解し

ているか。 

学習状況 

ノート 

観察・実験 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


